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〨萩野正興、末松芳法、篠田一也（国立天文台〩 記〩

Hα線とMgI 457.1 nm 線を用いた2波長同時高速2次元分光観測によるダークフィ

ラメントのダイナミクスの時間変動

我々は京都大学飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡と高速〲次元分光観測システムを用いて太陽彩層

～光球のダイナミクスの時間変動を調べてきた。これまでは主にえα線による〱波長観測を行ってきた

が、形成される高さが異なる〲本あるいはそれ以上のスペクトル線を同時に観測すれば、太陽大気のダ

イナミクスを〳次元的に調べることができる。

そこで〲〰〱〹年〷月の共同利用観測においては彩層で形成されるえα線と温度最低層付近で形成され

るきでぉ 〴〵〷〮〱 のね 線〨以下 〴〵〷〮〱 のね 線〩 による〲波長同時観測を行い、太陽面北西部に位置する薄いダ

ークフィラメントをターゲットとして最長約〱〰分間、計〳回の連続観測に成功した。視野はスリット

方向に約〱〲〰秒角、スキャン方向に約〶〴秒角、空間サンプリングはスリット方向に〰〮〲秒角、スキャン

方向に〰〮〳〲秒角、ケーデンスは〱〮〳秒、カメラのフレームレートは〲〰〰 てばび、スペクトルの次数はえα線

が〱次、〴〵〷〮〱 のね 線が〲次である。

得られたスペクトルからえα線、〴〵〷〮〱 のね 線の両方について積分強度〨ただしえα線は線中心付近の

み〩、ドップラーシフト、ドップラー幅を求め、それらの時系列マップを〲つの波長で比較したところ、

えα線で見えているダークフィラメントの直下と思われる場所における 〴〵〷〮〱 のね 線ブルーシフトの消

長や、ダークフィラメント近傍における 〴〵〷〮〱 のね 線レッドシフトなどを検出することができた。こ

れらは太陽光球や彩層において、数十秒から数分スケールでのダイナミクスの時間変動が起きている

ことを示唆する。

図に〷月〱〷日の世界時 〰〲〺〰〴〺〱〴 から 〰〲〺〱〳〺〲〹 にかけての解析結果を示す。
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図〺 〷月〱〷日の世界時 〰〲〺〰〴〺〱〴 から 〰〲〺〱〳〺〲〹 にかけての解析結果

〨當村一朗〨大阪府大高専〩、川上新吾〨文科省〩 記〩
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